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※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。

トピックス

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地
区の県民情報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓
口、県内ローソン各店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行していま
す。ご希望の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。

■ 議会の庶務、経理 ■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学 など
TEL 092-643-3823
FAX 092-643-3825
E-mail gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課

■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情 ■ 会議録作成 など
TEL 092-643-3827
FAX 092-643-3825
E-mail ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報 ■ 議長会議 など
TEL 092-643-3832
FAX 092-643-3825
E-mail gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課

■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援 など
TEL 092-643-3806
FAX 092-643-3825
E-mail gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※次号（第23号）の発行は、８月中旬を予定しています。

議会事務局の組織と問い合わせ先

●６月７日（水）開 会

●６月13日（火）代表質問

●６月14日（水）代表質問

●６月15日（木）一般質問

●６月16日（金）一般質問

６月定例会のスケジュール（予定）
●６月19日（月）一般質問

●６月20日（火）常任委員会

●６月21日（水）常任委員会

●６月23日（金）閉 会

６/７（水）から
６月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

３月１３日、モンゴル国教育・文化・科学・スポーツ省 体育・スポーツ
庁のオドンバヤル副長官、同省のチンバト企画政策部長、モンゴルオリ
ンピック委員会のゾルバートル委員の３名が県議会を訪問されました。
中尾正幸議長は、「２０２０年のオリンピック・パラリンピックに向け、大

変前向きな話ができ、心より感謝しています。これからも交流をつなぎ
ながら、福岡県とモンゴル国、お互いの発展につながることを期待しま
す」と挨拶しました。
モンゴル国は、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック大会に向け、

福岡県内での事前キャンプを検討されており、オドンバヤル副長官は、
「スポーツを通じて、平和、友情などいろいろなことができると思いま
す。オリンピックだけではなく、その先も見て、親しい付き合いに発展
していけたらと思います」と挨拶されました。

モンゴル国の皆さんが県議会を訪問されました

３月２日、本県議会の議員
をはじめ、九州各県議会の議
員、九州の財界人等を会員と
する「九州の自立を考える
会」（会長：藏内勇夫議員）
の第１２回広域行政セミナーが
福岡市内で開催されました。
今回のセミナーでは、中村
学園大学 中村学園大学短期
大学部の学長であり、九州大
学名誉教授である甲斐諭氏か
ら「食料供給基地九州の課題」と題する講演が行われました。
講師からは、九州の農業の現状、野菜生産と外国人技能実習制度の課
題の説明や、スイスの美しい景観を守っている酪農は補助金で支えられ
ていることの紹介があり、また、「農産物輸出の伸びが鈍化する中、和牛
は伸びている。九州は全国の約３６％の肉用牛と約５０％の子牛を供給して
おり、和牛の輸出を伸ばさなければ、九州の地方創生はない」、「九州の
農産物の輸出拡大には、各県が一体となって九州一円の農産物の安全性
を確保し、輸出拡大に向けた行動をとることが必要。そうした中で、今
回、福岡農産物通商が、九州一円の農産物を取り扱う九州農産物通商に
なったことは大変良いこと」等の話がありました。

「九州の自立を考える会」広域行政セミナー

平成２９年４月６日、全日本選抜柔道体重別選手権大会女子７８kg超級で優勝された久留米市立南筑
高等学校柔道部の素根輝選手（写真左）が県議会を訪問され、中尾正幸議長と南筑高校柔道部ＯＢ
会会長の原口剣生自民党県議団会長がお迎えしました。
素根選手は、準決勝でリオオリンピックの銅メダリスト山部佳苗選手を破って優勝され、２１年ぶ

りの高校生王者となりました。
中尾正幸議長は、「全日本選手権での優勝、本当におめでとうございます。３年後の東京オリン
ピックに向けて、これからもがんばってください。期待しています」とお祝いを述べました。素根
選手は、「優勝できたのは、応援してくださった皆さんのおかげ
だと思います。東京オリンピックに向けて精一杯努力していき
ますので、応援よろしくお願いします」と述べられました。

また、同日、第８回冬季アジア大会札幌大会のフリースタイルスキー女子モーグルで優勝された村田愛里咲選手
（北九州市若松区出身／写真右）が県議会を訪問され、中尾正幸議長と佐々木徹副議長がお迎えしました。
村田選手は、平成２１年にワールドカップにおいてルーキーオブザイヤーを受賞され、冬季オリンピック競技大会に
２回連続で出場されるなど、フリースタイルスキーモーグル競技において長年にわたり卓越した成績を残されてい
ます。２月のアジア大会札幌大会では、モーグルで金メダル、デュアルモーグルで銀メダルを獲得されました。
村田選手は、「平昌オリンピックに向けて、一つずつ目標を達成し、がんばっていきたい」と抱負を述べられました。

南筑高等学校柔道部 素根輝選手、モーグル競技 村田愛里咲選手が優勝報告のため県議会を訪問

４月２４日、九州・沖縄未来
創造会議プロジェクトチーム
の会議が長崎県庁で開催さ
れ、本県議会から松尾統章議
員、守谷正人議員、大塚勝利
議員、吉武邦彦議員が参加し
ました。
この会議は、九州各県議会
議長会から諮問された「九州・
沖縄が一体となった海外戦略」の検討・協議を行っており、今回は、九州・
沖縄が一体となって取り組む２０１９年・２０２０年に向けた観光戦略や農水産
物の輸出戦略等に関するこれまでの議論をとりまとめた提言（案）が議
題とされました。
本県の議員から、提言事項のうち「九州各県による海外事務所の共同
設置」に関し、各県の海外戦略を踏まえた海外事務所の役割の明確化と
各県の負担の公平化が必要との意見や既に複数県が設置している事務所
の統合も必要との意見が出されるなど活発な議論が交わされました。提
言案は次回継続協議となりました。

九州・沖縄未来創造会議PT会議の開催


